

















































































































































































































































































































































心を露わにしている。 このことから、 派兵に賛否両論があったという中で蒋介石が賛成だった は間違いなく、また派兵の目的として、六月二五日 李承晩大統領への激励電文で示されたような反共国家としての連帯意識はもとより、国際的に窮地に立たされ た国府および自身の国際社会における地位 向上が大きな狙いであ がうかがえる。　
米国政府およびマッカーサーの同意を得られず、蒋介石








から、早期の派兵を断念したというのが正確なところであろう。蒋介石は七月下旬のマッカーサー訪台の際と八月中旬の二度にわたって 問題を蒸 返すのだった（ 述） 。
























と位置づけていたことから、必ずしも実質的な成果を期待したわけではなかっ がうかがえる。国府軍派兵と同様に、極東における米国・国連の代表であ マッカーサーと会談し さら は戦争のさなかにある韓国を訪問して李

























二九日、希望する協議事項をマッカーサーに送付していが、主要議題として（一）台湾防衛のための両国間 連係問題、 （二）金門・馬祖防衛 題、 （三）国府海・陸・空軍の実力強化問題の三点をあげ、さらに対日講和問題や太平

































められた国連軍の苦戦状況を目の当たりにして期するものがあったのか、三度目の派兵提案を行う。一時帰朝してた顧維鈞駐米大使がワシントンへ帰任するに際して、東京でマッカーサーに面会し派兵を提案すること 指示 たのである。顧 は八月一八日、マッカーサーと面会し、 「アジアの敵との戦いにおいては アジア 軍隊を使用することが絶対に必要である」 と 蒋介石の考えを提示した上で、「中
マ
国政府［＝中華民国政府］の援助ではなく、義勇軍と
して、一万五千名の軍隊を派遣し い」 「短期間で 軍隊の朝鮮派遣 マッカーサー将軍の指揮の下に完全に帰することとを保証する」 と 蒋のメッセージを伝えた。しかし、マッカーサーの返答は韓国へ 事援助 ついては ・ワシントンとの協議が必要だ いう従来と同様のものであり、さらに、国連に提供されながら訓練不足 装備輸送遅れから投入できないでいるタイ軍の例を引き合 出し
















れたことは、米国政府からの事前通告では一切触れられておらず、国府にとってはいわば〝不意打ち〟とも言える行為だった。しかし国府は、葉公超声明で自ら 台湾に対する主権を強調して「地位未定論」への反発を示しつつも、国府にとって都合の良い面がある 「中立化」 につい 一時的な緊急措置」と 受け入れ、また水面下では、人民解放軍の軍事的脅威にさらされていた金門島や馬祖島といった島嶼地域が第七艦隊の防衛範囲に含まれている か照会を求めるなど、ある種のしたた な対応を見せた。　
また、国府は六月二八日のトルーマン声明に前後して、
まずは空軍人員の、続いて陸軍の朝鮮派遣を決定した。とりわけ陸軍派遣の決定は、賛否両論でなかなか結論が出せない中で、おそらくは蒋介石の意向が強く働いたものだった。蒋介石が派兵にこだわった背景には、国民党が中国本土における国共内戦に敗れ中華人民共和国政府が成立したことによって国際的な窮地 立たされていた自らと国府の、国際社会における地位の向上を狙 こと あった。しかし、 国府の派兵は米国政府からの支持を得 れず、また頼みにしていたマッカーサーからも「時期尚早」とされ、 七月上旬の時点では蒋介石も断念せざるを得なかった。ただし 蒋介石は完全にあきらめた で なく、下記に述べるように、七月下旬のマッカーサ 訪台に際してと八月中旬との二度にわたって再提案がなされ 。　
マッカーサーの台湾訪問は、こうした国府軍派兵問題に
関して国府が接触を重ねる中で、マッカーサ 側から意思表明がなされたものだった。蒋介石は れ 歓迎 意を示しつつ、当初は「現在は軍事情勢が厳 く、 〔マッカーサーが〕日本を離れ 来台することは適当ではない」と称し自ら 日本に赴く意向を示 ともに、同時に訪韓して李承晩大統領との会談も画策してい 。 かし、東京 ＧＨＱ側から安全を保証できないとの理由で事実上拒否され






蒋介石の訪日・訪韓は立ち消えとなった。また、マッカーサー訪台は、七月四日に意向が示されて以来、国府側では最高機密とされ 蒋介石や王世杰などごく一部の者しか知らなかった。 訪問日程について 、 数度の延期を含めてマッカーサー自身による設定であり、国府側は直前まで把握しておらず、マッカ サーが国府側に七月三一日訪問を通知したのは二八日午後のことだった。　
訪台時のマッカーサー
－ 蒋介石会談では、 台湾防衛問題、
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二〇〇三年） 、 二一五頁。当時総統府機要室主任だった周は、出席者が複数いたとしているが、名 が挙げられているのは陳誠だけである。なお、 この会議は『大事長編』には載っていない。
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視しており、 陸領土である匪地区への海空軍の進攻を禁止するとは、我が国をまる 植民地のごとく視ており、痛辱の極みだ」と憤りを露わにしている（前掲『大事長編』 、一八四頁） 。
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